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春
季
農
繁
期
保
育
所

春
の
農
繁
期
を
迎
え
て
、
広
範
な

農
村
地
帯
を
有
つ
足
立
区
で
は
、

例
年
の
通
り
、
春
季
農
繁
期
保
育

所
を
六
月
一
〇
日
か
ら
七
月
九
日

ま
で
の
一
ヶ
月
間
を
保
育
期
間
と

し
て
二
ヶ
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

こ
ゝ
で
は
朝
早
く
か
ら
夕
方
ま
で

約
百
人
の
幼
児
た
ち
を
田
植
に
忙

し
い
親
達
の
手
許
か
ら
預
つ
て
お

り
ま
す
。
保
姆
の
や
さ
し
い
保
育

に
委
ね
ら
れ
た
子
供
た
ち
は
一
月

の
あ
い
だ
毎
日
規
則
正
し
い
楽
し

い
生
活
を
送
つ
て
、
や
が
て
田
圃

に
整
然
と
植
え
ら
れ
た
苗
が
青
々

と
波
う
つ
頃
ま
た
親
の
許
へ
帰
つ

て
行
き
ま
す
。

場
所
は
花
畑
、
北
鹿
浜
の
二
ヶ
所

で
、
純
然
た
る
農
村
地
帯
の
た
め

地
元
の
方
も
協
力
的
で
あ
り
、
設

置
場
所
に
最
も
適
当
で
あ
ろ
う
と

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
花
畑
は
辰

沼
町
竜
岩
寺
、
六
ッ
木
町
大
光
寺

の
二
ヶ
所
に
分
設
、
北
鹿
浜
は
、

北
鹿
浜
町
押
部
倶
楽
部
に
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

写
真
は
北
鹿
浜
保
育
所
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みんなの力できれいな街に
…
…
明
る
い
美
し
い
足
立
区
へ

街
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
……

足
立
区
で
は
、

東
京
都
と
併
ん

で
私
達
の
住
む

街
を
「
美
し
い
静

か
な
、
そ
し

て
清
潔
な
街
」

に
す
る
た
め
「

街
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
」
を

昨
年
に
ひ
き
つ

ゞ
き
今
年
も
ま

た
強
力
に
推
進

す
る
こ
と
に
な

り
六
月
一
日
か

ら
三
十
日
ま
で

の
一
ヶ
月
間
を

そ
の
強
調
月
間

と
し
て
、
区
内

関
係
官
公
庁
、

各
種
団
体
等
の

協
力
の
も
と
に
美
化
運
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、い
う
ま
で
も
な
く

区
民
の
一
人
一
人
が
、お
互
い
に

家
の
周
り
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

を
心
掛
け
、道
路
、公
園
、河
川
　

乗
物
な
ど
の
公
共
施
設
を
愛
護
し

汚
さ
な
い
と
い
う
公
衆
道
徳
の
実
践
と

反
省
の
一
つ
一
つ
が
集
つ
て

始
め
て
実
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り
、

役
所
だ
け
の
力
で
は
大
き
な
効
果

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は

勿
論
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
運
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
「街
を
汚
さ
な
い
」
と
い
う

消
極
の
面
と
、進
ん
で
「街
を
き

れ
い
に
す
る
」
と
い
う
積
極
の
面

の
両
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
実
践
項

目
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
一
つ
は
、
い
ず
れ
も
や
さ

し
い
誰
に
で
も
実
行
で
き
る
こ
と

ば
か
り
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

そ
れ
が
確
実
に
常
に
続
け
て
実
行

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

区
民
各
自
が
次
に
掲
げ
る
実
践
項

目
に
対
し
て
、常
に
注
意
を
払
い

私
達
の
住
む
足
立
区
を
私
達
の
手

で
「き
れ
い
な
明
る
い
住
み
よ
い

足
立
区
」
に
す
る
よ
う
一
人
で
も

多
く
の
方
の
深
い
御
理
解
と
積
極

的
な
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

一
、
汚
さ
な
い
た
め

◎
街
路
で
は

1
紙
屑
、タ
バ
コ
の
吸
が
ら
、

空
箱
な
ど
で
汚
さ
な
い

2
ど
ろ
土
や
汚
水
(
ど
ぶ
水
)

を
ま
い
た
り
、ご
み
、ガ
ラ

ス
の
破
片
な
ど
を
捨
て
な
い

3
や
た
ら
に
物
を
お
か
な
い

4
た
ん
つ
ば
を
吐
き
又
は
大
小

便
を
し
な
い

5
河
川
、測
溝
、空
地
に
物
を

す
て
な
い

◎
公
園
、
運
動
場
で
は

1
紙
屑
、
弁
当
が
ら
、
果
物
屑

な
ど
で
汚
さ
な
い

2
樹
木
を
折
つ
た
り
、
草
花
を

取
つ
た
り
、
芝
生
を
荒
さ
な
い

3
た
ん
つ
ば
を
吐
き
又
は
大
小

便
を
し
な
い

◎
集
会
場
、
駅
、
車
内
な
ど
で
は

1
紙
屑
、
弁
当
が
ら
、
果
物
屑

な
ど
で
汚
さ
な
い

2
た
ん
つ
ば
を
吐
か
な
い

◎
興
行
場
や
公
衆
浴
場
な
ど
で
た

ん
つ
ば
を
吐
い
た
り
そ
の
他
不

潔
な
こ
と
を
し
な
い

◎
公
衆
便
所
を
不
潔
に
し
な
い

◎
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
類
を
電
柱
、

街
路
樹
、
ガ
ー
ド
下
、
橋
の
ラ
ン

カ
ン
、
塀
な
ど
に
は
ら
な
い

◎
醜
い
広
告
を
や
め
る

◎
空
中
や
高
所
か
ら
広
告
ビ
ラ
を

ま
か
な
い

◎
騒
音
の
防
止
に
つ
と
め
又
煤
煙

を
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

二
、
き
れ
い
に
す
る
た
め

◎
住
居
や
建
物
の
周
囲
を
清
掃
す
る

◎
塵
芥
や
汚
れ
物
を
で
き
る
だ
け

自
己
処
理
す
る

◎
ご
み
箱
の
形
状
、
色
彩
と
置
き

場
を
工
夫
す
る

◎
住
居
の
周
囲
に
樹
や
草
花
を
植

え
る

◎
空
地
の
利
用
と
美
化
を
工
夫
す

る
◎
職
場
の
窓
口
や
室
内
の
清
掃
と

明
朗
化
を
工
夫
す
る

◎
街
路
樹
や
公
園
、
運
動
場
な
ど

の
樹
木
や
芝
生
を
愛
護
す
る

◎
観
光
地
や
商
店
街
の
美
化
に
協

力
す
る

◎
屋
外
広
告
物
は
必
ず
許
可
を
受

け
る
と
と
も
に
許
可
条
件
を
守

る
◎
騒
音
、
煤
煙
、
悪
臭
等
の
公
害

防
止
に
協
力
す
る

みんなで住居の周囲を
きれいにしましよう

下 水 は 常 に 清 潔 に

空地にごみを捨てないようにいたしましよう
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入
選
作
品
き
ま
る

=
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
=

区
観
光
協
会
主
催
に
よ
り
、
去
る

四
月
二
十
五
日
か
ら
催
さ
れ
た
第

三
回
足
立
区
観
光
写
真
ま
つ
り
は

三
九
三
点
の
応
募
作
品
が
集
つ
て

去
る
六
月
五
日
締
切
ら
れ
ま
し
た

が
、
六
月
十
日
午
後
一
時
よ
り
各

専
門
家
が
集
つ
て
慎
重
審
査
の
結

果
次
の
方
々
が
入
選
い
た
し
ま
し

た
。

◎
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

=
推
薦
=

空
か
ら
見
た
四
本
煙
突
(
C
)

台
東
区
浅
草
田
中
町
一
の
二

藤
倉
四
郞

=
特
薦
=

西
新
井
大
師
所
見

足
立
区
千
住
中
居
町
五
九

角
田

秀
夫

=
準
特
薦
=
(
A
)

ポ
ー
ト
レ
ー
ト

足
立
区
千
住
大
川
町
七
四

相
川

平

吉

初
夏
の
荒
川
放
水
路
(
B
)

足
立
区
千
住
日
の
出
町
三
の

五
九
二

寺
島
初
太
郞

=
入
選
=
(
一
～
五
)
五
名

1
朝
の
荒
川
堤

葛
飾
区
堀
切
町
一
七
九

刈
部
淸

2
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
(
A
)

足
立
区
千
住
桜
木
町
五
三

藤
原
一
郞

3
休
日
の
荒
川
放
水
路

足
立
区
千
住
元
町
三
七

細
井

美
好

4
名
物
ダ
ル
マ
供
養
No1

No. 2　

No. 3　

No4

墨
田
区
寺
島
町
六
の
一
七
八

野
口
方
　
大
山
庄
一
郞

5
撮
影
会
風
景

足

立
区

千
住

寿
町

八
五

鳥
海
朝
猪

=
入
選
=
(
六
～
一
五
)
十
名

6
モ
デ
ル

足
立
区
梅
田
町
一
七
三
四

鈴

木

源

男

7
朝葛

飾
区
堀
切
町
一
八
三

刈

部

忠

8
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

足
立
区
千
住
緑
町
二
六

小

沢

政

光

9
夜
の
西
新
井
大
師
No. 1
No. 2
No. 3

足
立
区
柳
原
町
三
五
〇
〇

靑
木
栄
一

1
0夜
の
山
門

足
立
区
梅
田
町
一
七
一
三

福
島
方
　
眞
中
博
司

1
1荒
川
放
水
路
に
て

足
立
区
千
住
東
町
一
三

飯
田
忠
利

1
2
ヨ
ツ
ト

足
立
区
五
反
野
南
町
一
、
二

四
五

長
谷
川

泰

1
3
ヨ
ツ
ト

足
立
区
千
住
中
居
町
東
京
電

力

山

崎

一

雄

1
4モ
デ
ル

足
立
区
日
の
出
町
三
の
六
七

八

池
島
資
盛

1
5荒
川
風
景

足
立
区
下
沼
田
町
七
七
二

森
脇
方
　戸

室

和

也

=
佳
作
=
三
十
名

1
空
か
ら
見
た
四
本
煙
突
(
B
)

台
東
区
浅
草
田
中
町
一
の
二

藤
倉
四
郞
他
二
十
九
名

=
シ
ン
ク
ロ
=
十
名

1
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
(
A
)

足
立
区
千
住
桜
木
町
五
三

藤
原
一
郞

2
モ
デ
ル

足
立
区
梅
田
町
一
七
三
四

鈴
木

源
男

3
夜
の
西
新
井
大
師
No. 1　

No. 2　

No. 3

足
立
区
柳
原
町
三
五
〇

靑
木
栄
一

4
夜
の
山
門

足
立
区
梅
田
町
一
七
一
三

初
島
方
　眞
中

博
司

5
モ
デ
ル

足
立
区
梅
田
町
一
七
三
四

鈴
木

源
男

6
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
No. 1

台
東
区
金
杉
上
町
八
〇

浦
井

金
治

7
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
2

足
立
区
千
住
桜
木
町
五
三

藤
原
一
郞

8
あ
る
ポ
ー
ズ

足
立
区
千
住
中
居
町
五
九

角
田

秀
夫

9
に
わ
か
雨

墨
田
区
寺
島
町
二
の
七
四

鈴
木

秀
信

1
0
モ
デ
ル
、
先
生
、
弥
次
馬

西
新
井
町
一
、
一
一
〇

佐
久
間

弘

な
お
賞
状
授
与
式
は
六
月
二
十
四

日
午
前
十
時
か
ら
足
立
区
役
所
議

場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

入
賞
作
品
は
産
業
振
興
館
ホ
ー
ル

に
お
い
て
写
真
展
を
開
催
す
る
予

定
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

写真は撮影会風景

〝
自
衛
隊
員
募
集
状
況
〟

防
衛
庁
で
は
、今
年
も
引
続
き
自

衛
隊
員
募
集
を
行
つ
て
お
り
ま
す

が
、本
年
度
の
当
区
の
応
募
人
員

は
現
在
一
六
〇
名
で
、そ
の
応
募
率

は
陸
上
、
海
上
、
航
空
の
順
に

な
つ

て

お

り
ま

す

。

こ
の
う
ち
未
成
年
者
が
三
割
二
分

職
業
は
無
職
が
最
も
多
く
、工
員

店
員
、学
生
の
順
に
な
つ
て
お
り

ま
す
。

第
一
種
都
営
住
宅
公
募

申
込
は
区
役
所
建
築
課
へ

近
日
中
に
受
付
が
始
ま
る
予
定

で
す
。期
間
は
概
ね
三
日
間
で
す

か
ら
、区
出
張
所
の
掲
示
板
や
新

聞
、ラ
ジ
オ
等
に
御
注
意
し
て
い
て

下
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
発
表

に
な
り
ま
す
が
概
要
次
の
通
り
。

(
1
)
住
宅
申
込
資
格

(
イ
)
現
に
住
宅
に
困
つ
て
い
る
理

由
が
明
ら
か
な
人

(
ロ
)
現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
姻

の
届
出
を
し
な
い
が
事
実
上

婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻
の
予

約
者
を
含
む
)
が
有
る
人

(
ハ
)
東
京
都
内
に
居
住
し
て
お
り

別
に
定
め
る
収
入
が
あ
る
こ
と

(
ニ
)
申
込
は
一
世
帯
一
ヶ
所
限
り

(
2
)
申
込
手
続

申
込
用
紙
(
建
築
課
に
あ
り
ま

す
)
に
所
定
の
事
項
を
記
入
し

且
勤
務
先
の
給
料
支
払
証
明
の

捺
印
を
受
け
て
か
ら
、
米
穀
通

帳
五
円
切
手
、
印
鑑
、
住
宅
貯

金
の
用
意
を
し
て
、
受
付
窓
口

に
提
出
し
て
下
さ
い
。

(
3
)
受
付
場
所

足
立
区
役
所
　
建
築
課

(
4
)
住
宅
の
所
在
地
及
び
戸
数

(
5
)
家
賃
及
び
申
込
者
の
収
入
限
界

近
日
詳
細
に
発
表
さ
れ
ま
す
。
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夏の健康に備えて
―ラジオ体操講習会―

区
民
の
健
康
の
増

進
を
図
り
、
明
る

い
生
活
の
基
盤
を

作
る
に
は
簡
易
に

実
施
出
来
る
ラ
ジ

オ
体
操
が
最
適
と

思
わ
れ
る
の
で
、

区
教
育
委
員
会
で

は
そ
の
普
及
発
展

を
図
る
た
め
六
月

十
三
日
よ
り
ラ
ジ

オ
体
操
講
習
会
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。

講
習
会
の
予
定
日
時
は
次
の
通
り

で
あ
り
ま
す
。

六
月
十
三
日
、
十
四
日

午
后
六
・
三
〇
―
八
・
三
〇

(
時
間
は
以
下
同
じ
)

関
原
小
学
校
々
庭

六
月
十
六
日
　
　千
寿
小
学
校
々
庭

六
月
二
十
二
日
　
大
川
町
公
園

六
月
二
十
九
日
　

梅
島
第
一
小
学
校
々
庭

七
月
一
日
　
　
　
本
木
小
学
校
々
庭

七
月
六
日
　
　
　
元
宿
小
学
校
々
庭

な
お
場
所
は
都
合
に
よ
り
変
更
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。

百
八
十
二
万
八
千
余
円

赤
十
字
募
金
お
わ
る

去
る
五
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
に

亘
つ
て
行
わ
れ
ま
し
た
赤
十
字
募

金
の
結
果
が
、
こ
の
ほ
ど
集
計
を

お
わ
り
ま
し
た
。
本
年
度
の
区
の

募
金
目
標
額
は
百
四
十
九
万
八
千

円
で
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
の
深

い
御
理
解
と
御
協
力
に
よ
り
募
金

総
額
百
八
十
二
万
八
千
二
百
四
十

五
円
と
い
う
目
標
額
を
三
十
三
万

二
百
四
十
五
円
も
上
廻
る
好
成
績

を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
出
張
所
別
の
募
金
額
は
次

の
通
り
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

出
張
所
別
　
　

募
金
額

第
一
　
　
一
二
六
、
一
八
〇
円

第
二
　
　
　

九
〇
、
〇
五
〇
円

第
三
　
　
一
六
五
、
八
二
五
円

第
四
　
　

一
三
四
、
九
四
〇
円

第
五
　
　

一
四
七
、
二
八
五
円

第
六
　
　
　

九
〇
、
二
七
五
円

第
七
　
　

一
三
〇
、
九
九
〇
円

第
八
　
　
一
〇
二
、〇
六
五
円

第
九
　
　
一
一
六
、九
〇
〇
円

第
十
　
　
一
一
一
、七
七
〇
円

第
十
一
　
一
〇
八
、八
〇
五

第
十
二
　

一
三
〇
、
六
二
五
円

第
十
三
　
　

六
九
、
三
一
〇
円

第
十
四
　
　

一
一
、
二
七
五
円

第
十
五
　
　

二
七
、
一
七
〇
円

第
十
六
　
　
四
一
、六
一
〇
円

第
十
七
　
　

四
〇

、
三
四
〇
円

第
十
八
　
　

八
八
、
四
五
〇
円

第
十
九
　
　

九
四

、
三
八
〇
円

計
　
一
、
八
二
八
、
二
四
五
円

☆
　

☆

☆
　

☆

伝
染
病
を
予
防
し
ま
し
よ
う

「
夏
の
健
康
を
守
る
週
間
」

夏
の
訪
れ
と
共
に
伝
染
病
の
流
行

期
が
や
つ
て
来
ま
す
。
そ
の
予
防

を
は
か
る
た
め
、
厚
生
省
、
都
道

府
県
主
催
に
よ
り
「
夏
の
健
康
を

ま
も
る
週
間
」
が
こ
の
ほ
ど
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
期
間
は
六
月
二
十
日
か
ら
二

十
六
日
ま
で
。
主
と
し
て
夏
季
に

発
生
の
多
い
赤
痢
、
食
中
毒
、
日

本
悩
炎
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
予

防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
次
の
事

項
に
一
人
一
人
が
注
意
し
て
伝
染

病
の
予
防
に
努
め
ま
し
よ
う
。

1
手
洗
の
励
行

赤
痢
の
伝
染
経
路
と
し
て
は
、

手
や
指
か
ら
の
食
品
の
汚
染
が

最
も
主
な
る
経
路
な
の
で
、
食

べ
物
を
扱
う
前
、
用
便
後
、
外

出
後
の
手
洗
を
実
践
す
る
。

2
飲
み
物
、
食
べ
物
の
衛
生

(
イ
)
飲
食
物
の
衛
生
的
取
扱
い
調

理
法
の
た
め
台
所
、井
戸
等

の
衛
生
的
改
善
を
は
か
る

(
ロ
)
集
団
給
食
、
集
団
給
水
に
よ

る
集
団
赤
痢
及
び
食
中
毒
の

発
生
が
少
く
な
い
の
で
、
そ

れ
ら
の
施
設
の
衛
生
的
改
善

を
は
か
る
。

3
は
え
、
蚊
、
ね
ず
み
等
の
駆
除

赤
痢
、
食
中
毒
等
の
予
防
と
し

て
、
は
え
、
ね
ず
み
等
の
駆
除

日
本
脳
炎
の
予
防
と
し
て
蚊
の

駆
除
の
積
極
的
な
実
施
を
は
か

る
。

4
暴
飲
、
暴
食
、
過
労
等
の
防
止

暴
飲
、
暴
食
は
、
赤
痢
、
食
中

毒
の
発
病
の
誘
因
と
な
り
過
労

長
時
間
の
炎
天
下
に
い
る
こ
と

は
日
本
脳
炎
発
病
の
誘
因
と
な

る
こ
と
に
注
意
し
、
そ
の
他
夏

季
疾
病
予
防
に
つ
い
て
は
常
に

健
康
を
保
つ
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
こ
と
。

5
早
期
受
診
の
励
行

早
期
受
診
は
伝
染
病
予
防
に
重

要
で
あ
る
と
と
も
に
、
死
亡
率

の
高
い
疫
痢
、
日
本
脳
炎
の
死

亡
防
止
の
た
め
に
最
も
重
要
で

す
。

産
業
振
興
舘
利
用
状
況

本
年
三
月
に
区
役
所
庁
舎
隣
に
竣

工
し
た
足
立
区
産
業
振
興
館
は
、

以
来
区
内
は
も
と
よ
り
広
く
都
内

か
ら
も
利
用
者
が
絶
え
ず
、
四
月

に
は
公
会
堂
1
2
件
、
日
本
間
3
1
件
　

展
示
会
場
2
0
件
、
会
議
室
5
件
、

相
談
室
6
件
、
五
月
に
は
、
公
会

堂
1
8
件
、
日
本
間
3
4
件
、
ホ
ー
ル

1
9
件
、
相
談
室
1
0
件
、
会
議
室
6

件
と
逐
次
使
用
率
も
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
う
ち
四
月
は
午
前
↓
午
後
の

利
用
件
数
8
件
、
午
後
↓
夜
間
1

件
、
午
前
1
件
、
午
後
3
1
件
、
夜

間
1
8
件
、
全
日
1
5
件
、
計
7
4
件
で

五
月
は
午
前
↓
午
後
5
件
、
午
後

↓
夜
間
6
件
、
午
前
8
件
、
午
後

3
8
件
、
夜
間
2
3
件
、
全
日
1
2
件
計

8
9
件
と
な
つ
て
お
り
、
午
後
及
び

夜
間
の
利
用
率
が
断
然
多
く
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

使
用
内
容
は
公
会
堂
は
各
種
集
会

映
画
会
に
、
日
本
間
は
主
に
結
婚

式
に
、
展
示
会
場
は
バ
ザ
ー
、
展

示
会
等
に
相
談
室
、
会
議
室
は
、

各
種
集
会
や
相
談
等
に
と
、
そ
の

使
用
は
多
方
面
に
わ
た
り
、
足
立

区
の
発
展
と
文
化
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
大
き
く
、
今
後
ま
す
ま

す
そ
の
利
用
は
増
え
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

区 民 税
第一期

6 月30 日 ま で


